
地域奉仕・環境事業通信 　事業主題

　　2019年～2020年度　　　 ＮＯ．3

地域奉仕・環境事業主任　渡壁十郎（長浜クラブ）

私たちはSDGｓを推進しています。SDGｓとは「持続可能な開発目標」の略称です。

京都部ワイズデー　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　ギネスレコードチャレンジ1,000人越えのチャレンジャー

「風となれ　ひかりとなれ」～こころ豊にあるために、輝くために～を主題に掲げる戸所理事の下でスタートし、半年が経ちました。
振り返るとたくさんのワイズメンとの出会いと学び、反省とともに残りの任期を乗り切りたいと思います。
主任主題を「協働と強調」～Let’s　get started~「さあ、始めよう」を自分自身持ち続けられているか、求められている事に対して十分にお答えできているのか。

恐らく見落としていること多々あると思っています。2月度はＴＯＦ・ＣＳ・ＦＦの西日本区強調月間です皆様の協力をお願いいたします。

・TOF（Time of fast）献金は、年間における国際ワイズメンの募金活動で、その支援金はYMCA世界同盟によって発展途上国のエリアで役立てられています。
世界中のワイズが少なくとも1食を抜いて、その1食分の経費をTOFに捧げるよう求められています。
1人当たり1,000円
昨年度の献金額は、1,820,753円で全額国際へ送金いたしました。

・CS（Community Service）事業は「関係YMCAと協力して地域社会の求めに応える奉仕の実践を心がける事」と記載がロースターに有ります。その規模は、
地球全体の事から、すぐ側へいる隣人への心を込めた奉仕活動です。
1人当たり1,000円
昨年度の献金額は、1,953,207円でこの額が今年度の支援予算額です。本日現在、西日本区各地で行われている5事業へ、
合計860,250円の支援を行っておりまだ余力がありますので、支援申請をお待ちしております。

・FF（Family Fast）は、西日本区独自の事業です。私たちにとって大切な子供たちの事に心を寄せ、支援を必要としている子供たちために使う献金です。
家庭での1食分を断食することで皆様からの心からの捧げものとして贈ります。
1人当たり800円
昨年度の献金額は、814,688円で子ども支援の1事業へ150,000円の支援を行いました。

・RBM（ロールバックマラリア）は、ワイズメンズクラブ国際協会としての活動です。主に発展途上国では子供たちの命を奪う3大疾病のひとつとされているマラリアの、
感染予防のために、殺虫処理をほどこした蚊帳購入を支援する事業です。
1人当たり800円
昨年度の献金額は、869,536円で全額国際へ送金いたしました。

　地域奉仕事業活動は、心を寄せる仲間、愛する仲間をクラブの外に持つこと。環境事業活動は地球への愛を持つことと信じ、
今期推進しておりますSDGｓ（持続可能な開発目標）を指標として皆様の活動を支える一助になるよう努めさせていただきます。

上記の4事業に対する献金目標金額の合計は3,600円です。献金の締め切りは3月15日です。

・FF資金申請 1. 特定非営利活動法人「I　PRAY」資金支援
西中国部　岩国南クラブ 支援資金150,000円実行いたしました。

・CS資金申請 1. 「震災後3年を迎えて、災害支援に関する映画上映＆講演会開催事業」
九州部 社会福祉法人やまびこ福祉会　35周年支援事業

支援資金200,000円実行いたしました。
2. 京都部ワイズデー　　ギネスレコードチャレンジ1,000人越えのチャレンジャー

京都部 （地域奉仕・環境事業委員会＆PR委員会）
支援資金500,000円実行いたしました。

3.阪和部地域奉仕・環境事業の集い
阪和部 支援資金45,250円実行いたしました。

4.「草津ちびっこクリスマス」開催事業
びわこ部　草津クラブ 支援資金60,000円実行いたしました。

5.京都トップスベースボールカップ
京都部　京都トップスクラブ 支援資金55,000円実行いたしました。

*事業報告書の提出 各クラブ地域奉仕・環境事業の報告書の提出をお願いいたします。

「協調と協働」～Ｌｅｔ’ｓ　get  started～

『さあ、始めよう！』

インフォメーション

2月強調月間　　TOF　CS　FF　　身近なボランティア　献金に協力をお願いいたします


